
松江市ガス事業民間譲渡Ｑ＆Ａ

 
  

Ａ１：松江市のガス事業の経営者が「松江市(公営企業)」から

「民間企業」に代わることです。都市ガスを将来にわたっ

て安定的に継続していくために選択しました。 

Ｑ１：松江市ガス事業の民間譲渡って何ですか？ 

Ｑ２：松江市(公営企業)が都市ガス事業をやっていると安心です。 

ほんとに都市ガス事業の将来を民間に任せて大丈夫なの？ 

Ａ２：大丈夫です。全国の都市ガス事業の約９割が民間企業によって 

運営されています。100年以上にわたって都市ガス事業を運営して

いる事業者もおられます。例えば、中国・四国地方の都市ガス 

事業者 13者は、松江市以外は全て民間企業です。(全都市ガス 

事業者 195者のうち 178者が民間企業です。) 

Ｑ３：ガス事業を民間譲渡すると私たちの何が変わりますか？ 

(なぜ、民間譲渡するのですか？) 

Ａ３：ガスの供給だけではなく、他にも色々なサービスが受けられるように

なります。たとえば・・・ 

ポイントサービス(ポイントを地場商品と交換)【広島ガスほか】 

生活駆けつけサービス(水回りトラブル対応など)【鳥取ガスほか】 

ガス＋電気利用の場合の料金セット割引【出雲ガスほか】 



 

Ｑ４：ガスの供給以外のサービスは松江市(公営企業)ではできないのですか？ 

Ａ４：公営企業(松江市)では法令等の制約があり、提供できるサービスが

限定的です。公営ガス事業では、ガスに関連した事業しか行うこと

ができず、民間企業のようなサービスを行うことはできません。 

Ｑ５：民間譲渡すると負担(ガス料金)が上がるの？ 

Ａ５：ガス事業の民間譲渡を行った先例では、民間譲渡に際しては 

3～5年間料金を据え置くことを条件としている自治体が多くあり、

松江市でも 5年程度の据え置き期間を設ける予定です。 

(ただし、原料価格の変動分については、民間譲渡後も変わらず、

毎月ガス料金に反映させることとなります。) 

Ｑ６：民間譲渡すると、サービスが良くなることはわかりました。 

でもガスは火が出るから保安が心配です。 

Ａ６：心配ありません。 

都市ガス事業の安全確保は、公営企業(松江市)、民間企業の違いがあっ

ても、国が定めた同じ基準で守られています。民間譲渡後も変わらず、

365日 24時間体制でユーザーの皆様をサポートすることとなります。 


